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第６期 福岡市男女共同参画審議会 

ＤＶ防止・政策方針への参画促進部会（第３回）議事録 

 

１．開催日時  平成２７年８月６日（木）１４：００～１６：００ 

 

２．場  所  福岡市役所 １５０４会議室（１５階） 

 

３．出 席 者 （出席委員 ４名） 

相原委員、雁瀬委員、錦谷委員、原委員 

（欠席委員 ２名） 

坂田委員、星乃委員 

（福岡市 ２名） 

こども未来局こども家庭課長、市民局男女共同参画課長 

 

４．傍 聴 人 なし 

 

５．議  題 （１）男女共同参画基本計画（第２次）の平成２６年度実施状況に対する

評価について 

（２）男女共同参画基本計画（第２次）の総合評価について 

（３）男女共同参画基本計画（第３次）の原案について 

 

６．議事概要 （○…委員 △…事務局） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【議題１ 男女共同参画基本計画（第２次）の平成２６年度実施状況に対する評

価について】 

 

＜ 資料１のＰ２、Ｐ４の文案について審議 ＞ 

 

①「配偶者等からの暴力の防止及び被害者の保護」について 

 

○ たしか前回、30代から50代の被害者が多いことから、あらゆる世代に届くような効
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 果がある支援をというような形だったと思う。あらゆるという文言はなくていいか。 

 

○ この辺は年代別的に多いからということで書かれたと思う。この前の意見でも「あ

らゆる年代に」というのが言葉としてはあったと思う。 

 

○ 前回の趣旨だと若年層にしか触れていないのに対して、30代から50代が多かったと

いう指摘だったので、変えるとしたら、「30代から50代を含めたあらゆる世代に対し

て」など、どの世代でも起こり得て、大事な問題だとわかるような文言にしてはどう

か。 

 

○ ４行目の「ＤＶ被害者にとっては生活の安定と心身の回復に向けた自立支援が重要

であり」というのは、確かにそうだが、自立支援となると、ＤＶの家庭から離れて、

ひとり親とか離婚して生活を送るというイメージがすごく強いと思う。でも、自立支

援だけが解決の方向性ではないので、この「自立」はなくてもいいと思う。 

 

○ 例えば、「自立を含めた生活の安定と心身の回復に向けた支援が重要であり」とす

れば、自立の重要性も含め、かつ支援の多様性も含めた形になると思う。 

  

 

②「市の政策・方針決定過程への女性の参画促進」について 

 

○ 審議会等というのは何が入るのか。 

 

△ 附属機関、審議会と行政委員会等で、福岡市の場合は、人事委員会や選挙管理委員

会といった行政委員会等も女性の参画率向上を図る対象に含めており、審議会だけで

はないということで、審議会等委員という言い方をしている。 

 

○ それは幾つぐらいあるのか。 

 

△ 行政委員会が13組織、それ以外の審議会、附属機関が71組織である。 

 

○ 農業委員は互選なので、福岡市から女性を増やすようにとは言えないと聞いたこと

があるが、他の行政委員会も同じか。 
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△ 市としては、市の政策・方針決定過程への女性の参画を推進しているので、女性を

増やしてほしいという働きかけはしている。 

 

△ 選挙だったり、議会に推薦を依頼したり事務局に選ぶ権限がない場合が多い。趣旨

の説明はしているが、そもそも候補者に女性がいないこともあり、なかなか女性が増

えない状況である。 

 

○ 市ではどうしようもないのであれば、目標の対象にしない方がいいと思う。 

 

△ 他都市との比較もしているが、20政令市の中で、行政委員会を数値目標の対象に入

れているのは福岡市だけである。 

 事務局としてなかなか手の届かない行政委員会を、今後も審議会等として含めて数

値目標とするかどうかは検討したい。 

 

○ 今の意見は、第３次計画で検討することになるのか。 

 

△ そうである。 

 

 

【議題２ 男女共同参画基本計画（第２次）の総合評価について】 

 

①基本目標２について 

 

○ 先ほどの平成26年度の評価と同じように、「あらゆる世代に対して深刻化する前に

相談できるように」、「小・中学校へ普及対象を拡大していく」という文言を入れて

はどうか。 

 

○ 「セクハラ及び性犯罪防止の啓発」と「生涯にわたる健康支援」がひとつの文章に

つながると違和感ある。 

 

○ 性質が違うので、文章を切って二つにしてもいいと思う。 

 



4 

△ セクハラ・性犯罪の防止の部分と健康づくりの部分をもう少し膨らませて書くとい

う方法もある。 

 

○ 「セクシュアル・ハラスメント及び性犯罪の防止のための啓蒙や被害者支援を進め

る」というふうに、一回文章を終わらせることでいいか。 

 

  （異議なし） 

 

②基本目標４について 

 

○ 審議会等委員への女性の参画促進に向けた取り組みについて、26年度評価と同じよ

うに事前協議や効果的な推薦方法のアドバイスなど具体的な取組を入れてはどうか。 

 

△ 同じように、市職員の部分でも「時間外勤務の縮減と男性職員を含めた」というよ

うな文言を入れた方がいいか。 

 

○ 男性の働き方の見直しというのは、どうしても課題だと思うので、一言でも入って

いるといいかなと思う。 

 

 

【議題３ 男女共同参画基本計画（第３次）の原案について】 

 

＜ ７月６日審議会の資料４について審議 ＞ 

 

①総論について 

 

○ 17ページの重点的に取り組む施策の１番、男女平等教育の推進というところで、

「性別にとらわれないキャリア形成への意識を高めることを目的とした」とあるが、

キャリアだけではなくて、結婚・出産などワーク・ライフ・バランスまで含めた教育

も必要ではないかと思う。 

 

△ 事業の説明として、性別にとらわれないキャリア形成の意識を高めることを目的と

した出前セミナーとなっているが、前段に男女共同参画についてなどの話もしてい
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る。 

 

○ 今の家庭科の教科書では、ワーク・ライフ・バランスが出てくる。教育というとこ

ろでは、家庭科の授業の中で男女平等教育が入ってくると思うが、先生たちも教えき

れないところがあるのではないか。 

 

○ 教職員の研修などはどうなっているのか。 

 

△ 年に１回研修をしており、幼稚園、小学校、中学校、市立高校、特別支援学校か

ら、一人ずつ担当の先生が参加している。男女共同参画や男女平等教育についての講

演と、男女平等教育副読本の実践報告として具体的な使い方を周知している。 

 また、教頭先生になって２年目の研修の中で、男女平等教育の研修をしている。 

 

○ 「男は仕事、女は家庭を守るべきである」という考え方に否定的な人の割合女性

75％男性70％を目指しますというのは、具体的にどういうことをすると上がるのか。 

 

△ 地域や学校、企業など、いろいろな方面での啓発を行い、全体の底上げをしていか

ないと変わらないと思う。単純にこの事業をすれば上がるというものではないと考え

ている。 

  

○ 言いたいことや目指す方向性はわかるが、「否定的な人の割合を目指します」とい

う表現は違和感がある。 

 

△ 市の総合計画では、「男女の固定的な役割分担意識の解消度」としており、具体的

には「男は仕事、女は家庭を守るべきという固定概念を持たない市民の割合」となっ

ている。 

 

○ それならわかる。 

 

②基本目標２について 

 

○ 性犯罪を広げて、性暴力というふうに変えるのか、性犯罪・性暴力と並べるのか検

討してはどうか。 
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○ 性暴力だけにすると、ぼやけるかもしれないし、並列がいいのか。 

 

○ 国の記述は、性・暴力犯罪と書いてあったと思う。 

 

△ 性犯罪、性暴力については、国の書き方などを調べて、検討したい。 

 

○ 何らかの形で反映されるようにお願いする。 

 

③基本目標５について 

 

○ 前回も意見が出たが、過剰な配慮という表現は削除するのか。 

 

△ 別の言葉で言いかえるなど検討しているところである。 

 

△ ここの表現は、プロジェクトチームの報告書に記載されているものである。 

 

○ 当事者だとよくわかる表現だと思うが、当事者ではない方から見ると、説明が要る

のかもしれない。 

 

○ プロジェクトチーム報告書に基づいて原因分析をして、対策としては、活性化プラ

ンに基づいてこんなことをしていくと書いてある。そうすると、活性化プランにそれ

が書いてあればいいが、書いていないことを盛り込むと難しくなると思う。 

 ワーク・ライフ・バランスを重視して働きやすい枠組みを整えるとか、体制づくり

をするとか、そのあたりが含まれたらいいと思う。 

 

△ この部分が「市職員のワーク・ライフ・バランス」ではなくて、市女性職員が意思

決定過程にどれだけ入るかという目標になっているので、そういう書き方になってい

る。 

 

○ 男性職員が育児休業を１～２カ月取ることより、長時間労働の縮減や男性職員の働

き方を変えることのほうが大事だと思う。 
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△ この報告書でも、方向性としてまとめているのが、男性を含め市役所全体で働き方

を変えるということなので、最後の書きぶりを「長時間労働の縮減を含め働き方を変

える」というような文言に置きかえるなど、人事部と協議する。 

 

○ 男性の働き方を変えることが不可欠だという認識が示されるといいと思う。 

 

○ 「審議会等への女性の参画率をもっと高くする」という目標が載っているが、市で

はどうしようもない委員会もあるのに、そんなに頑張る必要があるのか。 

 また、数値目標の対象が、ほかの政令都市と違うという説明が以前あったと思う

が、次の計画ではどうするのか。 

 

△ 行政委員会を数値目標の対象に入れてるのは政令市の中で福岡市だけということも

あり、他都市と比較するためにもある程度条件は揃えたいと考えている。 

 行政委員会は、事務的に努力しづらいところがあるので、数値目標の対象からは外

して、かわりに目標値を40％に上げてはどうかと思っている。 

 

○ 「市の女性職員の登用を図り」というよりは、「男女ともに働きやすい体制づくり

を進め」といったあたりを一言入れたほうが合うのではないか。単に登用するという

わけではないし、ワーク・ライフ・バランスがとれれば、おのずと能力のある人が役

職につけるようになると思う。 

 

△ 結果的にはそういうことになると思う。 

  


